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論文内容の要 t::. 自
本論文は熱中性子炉中の中性子スペクトルを決定する上で重要な、分子系による中性子散乱の微分
断面積を求めるための新しい計算法を提案したもので 5 章からなっている。
前半はおそい中性子の多重散乱の理論に関するもので第 1 章の序論で従来の理論とそれの含む欠陥
を指摘し、第 2 章で Van Hove 理論に特に欠けていた多重散乱の効果を正しくとり入れた一般式が
示しである。この補正は単一の核との衝突が単に独立にくり返されるとするよく用いられた古典的非干渉
近似ではなくて、量子力学的干渉効果を精度よくとり入れた点で従来のものよりすぐれている。非干
渉近似ではその補正が散乱長の 4 次項ではじまるのに対してこの理論では 3 次からはじまることを指
摘している口
後半では第 3 章で従来の理論では標的核の位置の相関関数が抽象的すぎて実際問題に適用しにくか
った点を改め、準古典的近似の範囲内で、詳細釣合いの条件を満足し同時に反跳効果もとり入れうるよ
うな新しい相関関数を導入した。この相関関数は物理的意義が明瞭な点で従来のものより用いやすく、
自由気体と単純結晶では正確な量子力学的計算法によりえられた断面積と一致する。 2 原子分子に適
用した計算例は正確な計算結果と全体的傾向がよく合っておりこの方法の有効性を実証している。第
4 章では前章の近似を補うために衝突時間が短い場合の近似法がのべられ第 5 章は総括と結論である。
論文の審査結果の要旨
本論文は熱中性子の炉心設計において重要な中性子の分子による散乱の微分断面積を従来の方法よ
り一段と高い精度で求めるための基礎式ならびに近似計算法を提案し、同時に具体的な計算例を通じて
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従来よりも数値計算の時間を短縮しうる有力な手段を提供している。
以上の結果は原子炉工学の分野に貢献することが大であり、本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
、
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